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毎年、浜郷小学校の基本理念として、学校だよりのタイトルの下にキャッチコピーを載ぜさせていた

だいています。そ して今年度のキャッチコピーは 「ありがとうの花を咲かぜよう!」で す。私は、韻段か

らとても大切に思っている挨拶の中でも、「ありがとう」という言葉が一番好きです。皆 さんは 「ありが

とうの花」という歌を聴いたことがありますか。2009年 に 「おかあさんといっしょ」で作られて、今

では教科書にも掲載されている歌です。メロディーも素敵ですが、この歌詞がとてもあたたかいのです。

人は一人で生きているのではなく、いつも誰かに助けられて生きています。そ して、その自分もまた、

どこかで誰かの助けになっているのです。ですから、お互いに「ありがとう」という感謝の心を持つこと

でみんなが笑顔で過ごせると思います。

浜郷小学校は、地填の女性団体さん、業務員の北村さん、そ して園芸委員宗の子ともたちのおかげで、

1年 を通して四季折々の花が咲いています。浜郷小学校のみんなで、「ありがとうの花」も満開に咲かせ

ていきましょう。
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みんぢが笑クてるよ

く4月の行事予定〉

19日 (火)
7日 (木)入学式
8日 (金)始業式・善任式

集団登校開始
1日 (月)地区児童会 (3限目):集団下校
2日 (火)給食開始・通常授業開始

身体・聴力測定 (2・3・5年)
3日 (水)身体測定 (1・4・6年)
4日 (木)視力測定 (1・2年)
5日 (金)視力測定 (3・4年)
8日 (月)視力測定 (5・6年)

委員宗 (6限目)

全国学カ・学習状況調査
心臓検診 (1・4年)
新PTA本部役員倉

20日(水)歯科検診 (2・6年)
21日(木)PT△学年委員衾

新旧PTA本部役員衾(議案書綴じ)
PTA総宗議長等打台せ

23日(土)授業参観-PTA総宗  ・う  ・・,
25日(月)4/23の振替休日   、＿'$(&
29日(木)昭和の日



令和4年 度 学校教育目標及び努力目標

今年度の学校教育目標は 『一人ひとりの豊かな感性と知力を培い、意欲的に生きる子どもの育成Aと
し、努力目標は次ページの通りです。
これらの目標を達成するために、保護者の皆様や地域の皆様と連携しながら、全職員が力を合わぜて

取り組んでまいります。とうそよろしくお願いいたします。

令和4年度学校教育目標及び努力目標

◎学校教育目標

一人ひとりの豊かな感性 と知力を培い

意欲的に生きる子 どもの育成

◎めざす子ども像 め一ざす学校像 めざす教師像

・めざす子ども像

進んで学び、 よく考 え、ねぱ

り強 くや りぬ く子

自他の命を大切にする子

いじめや差別を許 さない子

心身ともにたくま しい子

気持ち良く挨 拶を交わせる子

ふるさとを愛する子

めざす学校像

・いっも明るい声が聞こえる学校

・確かな学力を育てる学校

・一人ひとりの子どもが大切にさ

れる学校

・子ども、保護者、地域に信頼さ

れる学校

・職員がやる気に満ち、働きやす

い学校

コ
目「

めざす教師像

・人間性豊かな教師

・子どもの可能性を最大限に伸ばす

教育実践に努める教師

・子どもの困り感 から出発する教師

・授業力を高め合う教師

・自らの人権感覚を問う教 師

・地域と連携する教師

・自分の働き方を意識できる教師

◎重点努力目標

1, 自ら進 ん で 学 習 に 向 か う子 どもを育 て る

・基礎的基本的事項を明らかにし、確かな学力を育成する。

・個性・創造力を伸ばし、 自ら学ぶ意欲や自己表現力を高める教育活動を推進し、 自己教育力を育成する。

・ふるさとの文化と伝統を尊重するとともに国際理解教育を推進する。

2,人権尊重の精神を培い、豊かな情操と正しい判断力や実践力を養う
・一人ひとりの 自尊感情を高め、個々が生きる学級づく りをする。

・自他の人権を尊重し、あらゆる差別を認めない集団作りに努める。

・人権教育について研修を深め、教職員相互の共通理解を深めるとともに、指導を積極的に推進する。

3,心身をきたえ、たくましく生き抜くための基礎を培う。
・心身の健康と体力の増進を図り、生 涯を通じて健康で安全生活を送るための基礎を培う。
・生命尊重の精神を基.礎とした、保健指導を進める。

・子どもの安全確保のための指導を充実する。

4,職員の意欲的な教育活動の継続を図るため、安全・健康管理に努める。
・職員の健康の保持、増進を図り、意 欲的に元気回復に努める。

・会議の効率化・短縮化を進める。

・一人あたりの月平均時間外労働時間・・・令和3年度比 10% 縮減を目指す。

・一人あたりの年間休暇取得日数 ・・・・・令和3年度比 1日1年 増加を目指す。


